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森林を活かすしくみ
森林環境税・森林環境譲与税
　　　　～自治体の活用状況と林野庁の取組～



12
段戸国有林 （愛知県）表紙の写真：

https://www.contactus.maff.go.jp/rinya/form/kouhou/202312.html

webアンケートにご協力をお願いします！

緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは？
　緑化推進運動の実施について、顕著な功績のあった個人又は団体に対し、内閣総理大臣が表彰を行うものです。
　令和５年は１３の個人・団体が受賞されました。本誌では毎号、受賞者の方々をご紹介します。

https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/index.html

受賞者紹介

令和５年 緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰

愛知用水土地改良区 （愛知県大府市）
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　同団体は、｢地域に密着、水源地に感謝、上下流域の共生｣を基本理念として、愛知用水の水源地である長
野県木曽地域の自治体等と連携を図りながら、昭和４１年からダム建設工事の跡地での植樹や下刈り、間伐
等の森林整備活動を継続して行っています。また、上流域の自治体等が行う植樹活動に参加するほか、用
水を使う下流域の小学生等を対象に出前授業を開催し、水の大切さや水源となる森林の重要性について伝え
る活動をしています。

▲ 上下流域合同での植樹祭 ▲ 下流域の小学校への出前授業▲ 上流域での植樹活動

２０２３
Ｎｏ．２０１

　愛知用水土地改良区活動掲載ページ　　▶  http://www.aichiyosui.or.jp/

過去の受賞者については林野庁ウェブサイトをご覧ください。

森林を活かす都市の木造化
も　り

も　り

ま　ち

お詫びと訂正

１１月号の記事において、
記載内容に 誤りがありました。

訂正箇所 １６頁　管内概要 地図内
(誤 ) 宮城県　　(正 )宮崎県
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特集

　令和元年度から、市町村（特別区を含む。以下同じ。）を中心とする森林整備を進めるための新たな財源として、
森林環境譲与税の譲与が始まり、今年度で５年目を迎えました。全国の市町村では、譲与税の活用により、間伐等
の森林整備、人材育成・担い手の確保、木材利用・普及啓発などの取組が展開されています。また来年度からは、
森林環境譲与税の財源となる「森林環境税」の課税が始まります。
　本稿では、各自治体における森林環境譲与税の活用状況と、更なる活用促進や情報発信に向けた林野庁の取組
について紹介します。

森林を活かすしくみ
森林環境税・森林環境譲与税
～自治体の活用状況と林野庁の取組～
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全
国
の
市
町
村
で
、
譲
与
税
の
活
用
に
よ

り
、
森
林
整
備
、
人
材
育
成
、
木
材
利
用
・
普
及

啓
発
の
取
組
が
広
が
っ
て
い
ま
す
（
表
１
）。

　
　

森
林
環
境
譲
与
税
の
取
組

　
　

状
況

2

注１：総務省・林野庁調べ　
注２：本実績値には、森林環境譲与税と他の財源を組み合わせて行った事業の実施分も含まれている。市町村によって取組の内容は様々であり、

「主な取組実績」は、代表的なものを提示している。

表１：森林環境譲与税の市町村における主な取組実績（令和元年度～４年度）

　

森
林
整
備
と
し
て
は
、
譲
与
税
と
併
せ
て

創
設
さ
れ
た
「
森
林
経
営
管
理
制
度
」
に
よ

り
、
森
林
所
有
者
へ
の
意
向
調
査
や
、
経
営

管
理
権
集
積
計
画
の
策
定
、
同
計
画
に
基
づ

く
間
伐
等
の
森
林
整
備
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
花
粉
発
生
源
対
策
と
し
て
の

ス
ギ
の
植
替
え
、
道
路
や
電
線
等
の
イ
ン

フ
ラ
施
設
周
辺
の
森
林
の
整
備
な
ど
、
地
域

の
森
林
の
課
題
に
応
じ
た
取
組
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

令
和
４
年
度
ま
で
の
４
年
間
で
、
約
９
・
８

万
ha
の
森
林
整
備
等
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

（
１
）
森
林
整
備

　

森
林
整
備
を
進
め
る
た
め
に
は
、
現
場
の

担
い
手
と
な
る
林
業
従
事
者
を
確
保
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
林
業
は
、
労
働
災
害
の
発

生
が
高
い
な
ど
労
働
環
境
は
極
め
て
厳
し

く
、
林
業
従
事
者
の
給
与
は
全
産
業
平
均
に

比
べ
て
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
森
林
整
備
を
担
う
人
材

を
育
成
・
確
保
す
る
た
め
、
多
く
の
市
町
村

で
林
業
の
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
の
研
修

や
、
林
業
従
事
者
へ
の
安
全
防
護
服
の
購
入

（
２
）
人
材
育
成

補
助
、
林
業
に
必
要
な
技
能
講
習
経
費
へ
の

助
成
等
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
ま
で
の
４
年
間
で
、
約
２
・
７

万
人
が
研
修
等
に
参
加
し
ま
し
た
。

約１２.５万ha

約５.９千ha

（約３.６千ha）

約８９千m

約１千m

約６.５千人

約５.４千㎥

約９００回

約８８千人

約１８.０万ha

約３０.８千ha

（約１４.２千ha）

約４０６千m

約１４千m

約６.４千人

約２２.５千㎥

約１，８００回

約１２５千人

約１８.３万ha

約４３.３千ha

（約１９.９千ha）

約５０２千m

約１２千m

約９.５千人

約２７.６千㎥

約２，４００回

約１８９千人

約７０.４万ha

約９７.９千ha

（約４８.０千ha）

約１，２３０千m

約３２千m

約２７.４千人

約６８.９千㎥

約６，１００回

約４５８千人

約２１.６万ha

約１７.９千ha

（約１０.３千ha）

約２３３千m

約５千m

約５.０千人

約１３.４千㎥

約１，０００回

約５６千人

人材の育成・担い手の
確保

木材利用・普及啓発

区分 主な取組実績　 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

間伐等の森林整備関係

意向調査実施面積

森林作業道の整備

研修等の参加者数

木材利用量

イベント、講習会等

参加者等

（参考）
累計

森林整備面積
（うち間伐面積）

林道・林業専用道の
整備

　
「
森
林
環
境
税
」
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
、

個
人
住
民
税
均
等
割
の
枠
組
み
を
用
い
て
、

市
町
村
が
国
税
と
し
て
１
人
年
額
１
，０
０

０
円
を
徴
収
す
る
新
た
な
税
で
す
。

一
方
、「
森
林
環
境
譲
与
税
（
以
下
「
譲
与

税
」
と
い
う
。）」
は
、
森
林
環
境
税
に
よ
る

税
収
を
原
資
と
し
て
、
市
町
村
に
お
け
る
森

林
整
備
の
促
進
の
た
め
に
、
市
町
村
と
都
道

府
県
に
譲
与
さ
れ
る
財
源
で
す
。
既
に
、
令

和
元
年
度
か
ら
譲
与
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、

各
自
治
体
へ
の
譲
与
額
は
、
自
治
体
別
の
私

有
林
人
工
林
面
積
、
林
業
就
業
者
数
及
び
人

口
に
基
づ
い
て
算
出
さ
れ
ま
す
。
令
和
５
年

度
は
、
全
国
で
総
額
５
０
０
億
円
が
譲
与
さ

れ
ま
す
。

　

譲
与
税
の
使
途
は
、「
森
林
環
境
税
及
び

森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
（
平
成
31

年
法
律
第
３
号
）」に
基
づ
き
、
市
町
村
で
は
、

間
伐
等
の「
森
林
の
整
備
に
関
す
る
施
策
」と
、

人
材
育
成
・
担
い
手
の
確
保
、
木
材
利
用
の

促
進
や
普
及
啓
発
等
の
「
森
林
の
整
備
の
促

進
に
関
す
る
施
策
」
に
、
都
道
府
県
で
は
「
森
林

整
備
を
実
施
す
る
市
町
村
の
支
援
等
に
関
す

る
施
策
」
に
充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
同
法
に
よ
り
、
全
て
の
自
治
体
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
り
、
譲
与
税
の
使

途
を
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
　

森
林
環
境
税
と
森
林
環
境

　
　

譲
与
税
の
仕
組
み

1
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譲
与
税
の
開
始
を
契
機
と
し
て
、
都
市
部

と
山
村
部
の
市
町
村
に
よ
る
連
携
の
取
組
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
都
市
部
と
山
村

部
の
市
町
村
が
協
定
を
締
結
し
た
上
で
、

山
村
部
に
お
け
る
森
林
整
備
の
費
用
に
都
市

部
の
譲
与
税
を
充
当
す
る
取
組
や
、
山
村
部

で
の
森
林
整
備
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
量
を
都

市
部
で
の
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
に
活
用
す

る
取
組
、
都
市
部
の
住
民
に
よ
る
植
樹
体
験

（
４
）
都
市
部
と
山
村
部
の
連
携

　

森
林
整
備
を
進
め
る
た
め
に
は
、
間
伐
等

で
伐
採
さ
れ
た
木
材
を
建
築
物
等
に
有
効
に

利
用
す
る
と
と
も
に
、
住
民
の
皆
様
に
、
森

林
整
備
の
必
要
性
や
木
材
利
用
の
意
義
を
理

解
し
て
頂
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

木
材
利
用
と
し
て
は
、
都
市
部
の
市
町
村

を
中
心
に
庁
舎
や
学
校
等
の
公
共
建
築
物
の

木
造
化
や
内
装
の
木
質
化
、
地
域
材
を
利
用

し
た
木
製
品
の
設
置
や
出
産
の
お
祝
い
品
と

し
て
の
贈
呈
な
ど
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

普
及
啓
発
と
し
て
は
、
市
民
と
一
体
と
な
っ

た
森
林
の
保
全
活
動
や
Ｄ
Ｉ
Ｙ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
の
木
育
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

令
和
４
年
度
ま
で
の
４
年
間
で
、
約
６
・

９
万
㎥
の
木
材
が
活
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、

約
６
，１
０
０
回
の
普
及
啓
発
イ
ベ
ン
ト
が

実
施
さ
れ
、
約
45
・
８
万
人
の
方
々
が
参
加

し
ま
し
た
。

（
３
）
木
材
利
用
・
普
及
啓
発

中学校図書館の内装木質化
（東京都江戸川区）

市民等を対象とした植樹イベント
（茨城県神栖市）

高校生によるベンチの制作
（岡山県岡山市）

送電線周辺の森林整備
（千葉県君津市）

手入れ不足森林の間伐
（静岡県小山町）

安全防護服の購入補助
（石川県穴水町）

林業アカデミーでの研修
（鳥取県日南町）

林業シミュレーターでの研修
（大分県）

花粉発生源対策となるコナラへの植替え
（鳥取県八頭町）
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林
野
庁
で
は
、
市
町
村
に
お
け
る
譲
与
税

の
活
用
促
進
を
図
る
た
め
、
人
材
育
成
、
情

報
提
供
、
体
制
整
備
な
ど
の
支
援
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
　

林
野
庁
に
よ
る
森
林
環
境

　
　

譲
与
税
の
活
用
促
進
に

　
　

向
け
た
取
組

　

林
野
庁
で
は
、
市
町
村
へ
の
技
術
的
助
言
・

指
導
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
技
術
者
（
通
称
：

森
林
経
営
管
理
リ
ー
ダ
ー
）
を
育
成
す
る
た

め
、
都
道
府
県
の
地
方
機
関
や
市
町
村
支
援

組
織
の
職
員
を
対
象
と
す
る
「
森
林
経
営
管

理
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
５
年
間
で
、
全
国
37
カ
所

で
開
催
し
、
の
べ
７
８
８
名
が
受
講
し
ま
し

た
。
ま
た
、
都
道
府
県
が
実
施
す
る
市
町
村

職
員
向
け
の
説
明
会
や
研
修
会
等
に
林
野
庁

職
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
10
月
末
ま
で
に
36
回
の
説
明
会
等

に
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

（
１
）
人
材
育
成

　
「
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」（
以
下
「
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
い
う
。）
制
度
は
、市
町
村
・

都
道
府
県
が
、
森
林
・
林
業
の
専
門
知
識
を

有
す
る
技
術
者
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
委

嘱
又
は
業
務
委
託
す
る
仕
組
み
で
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
活
動
に
要
し
た
経
費
の
一
部
（
都

道
府
県
：
５
割
、
市
町
村
：
７
割
）
は
、
総

務
省
か
ら
特
別
交
付
税
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

令
和
４
年
度
に
は
、
全
国
２
０
４
の
自
治
体

で
３
０
７
名
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
活
用
さ
れ

ま
し
た
。

（
３
）
体
制
整
備

　

林
野
庁
で
は
、
毎
年
度
、
各
地
に
お
け
る

譲
与
税
を
活
用
し
た
様
々
な
取
組
事
例
を
整

理
し
た
「
森
林
環
境
譲
与
税
の
取
組
事
例
集
」

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
３
冊
の
事

例
集
を
作
成
し
て
、
計
４
１
２
の
事
例
を
紹

介
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
都
道
府
県
と
市
町
村
の
関
係
者
に
、

（
２
）
情
報
提
供

森
林
経
営
管
理
制
度
と
譲
与
税
に
関
す
る
最

新
の
動
向
を
伝
え
る
た
め
、
令
和
４
年
度
か

ら
毎
月
一
回
、
情
報
誌
「
シ
ュ
ー
セ
キ
！
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
の
皆
様
が
譲
与
税
の
具
体
的
な
使

途
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

林
野
庁
と
総
務
省
は
、
令
和
４
年
度
に
、
譲

与
税
を
活
用
し
て
実
施
可
能
な
市
町
村
の
取

組
の
例
（
通
称
：
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
）
を

作
成
・
公
表
し
ま
し
た
。
本
年
５
月
に
は
、

市
町
村
に
よ
る
ス
ギ
人
工
林
等
の
伐
採
・
植

替
え
や
森
林
所
有
者
へ
の
植
替
え
の
補
助
、

花
粉
の
少
な
い
苗
木
増
産
へ
の
支
援
、
ナ
ラ

枯
れ
対
策
を
リ
ス
ト
に
追
加
し
ま
し
た
。

（
な
お
、
譲
与
税
の
使
途
は
、
本
リ
ス
ト
に
掲
げ
ら

れ
た
項
目
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
森
林
整

備
及
び
森
林
整
備
の
促
進
に
該
当
す
る
内
容
で
あ

れ
ば
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
創
意
工
夫
に
よ

る
取
組
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。）。

　

譲
与
税
の
活
用
額
は
、
令
和
元
年
度
の
96

億
円
か
ら
、
令
和
４
年
度
に
は
３
９
９
億
円

（
譲
与
額
に
対
す
る
割
合
は
80
％
）
ま
で
増

加
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
活
用
予
定
額
は
５
３
７
億

円
で
、
譲
与
額
に
対
す
る
割
合
は
１
０
７
％

に
達
し
ま
し
た
（
表
２
）。

　
　

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
額

東京都千代田区と岐阜県高山市が
連携した森林体験イベント

東京都新宿区が長野県伊那市の
森林整備を支援

3

4

表２：森林環境譲与税の活用額

や
森
林
環
境
教
育
と
組
み
合
わ
せ
た
取
組
、

山
村
部
で
の
森
林
整
備
に
よ
り
生
産
さ
れ
た

木
材
を
都
市
部
で
活
用
す
る
取
組
な
ど
、
双

方
に
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
連
携
の

取
組
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
に
は
、
全
国
１
５
８
市
町
村

等
の
参
画
に
よ
り
、
43
件
の
連
携
の
取
組
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

注１：総務省・林野庁調べ　
注２：令和５年度（予定）の金額については、令和５年３月時点で自治体への聞き取り結果をとりまとめたもの
　　（一部、９月時点で聞き取ったものを含む）。

（　　）
６５億円
（４１％）

１６０億円

３１億円
（７８％）

４０億円

９６億円
（４８％）

２００億円

１６３億円
（４８％）

３４０億円

４７億円
（７８％）

６０億円

２１０億円
（５３％）

４００億円

３４１億円
（７８％）

４４０億円

５８億円
（９７％）

６０億円

３９９億円
（８０％）

５００億円

４６７億円
（１０６％）

４４０億円

７０億円
（１１７％）

６０億円

５３７億円
（１０７％）

５００億円

２１７億円
（６４％）

３４０億円

５３億円
（８８％）

６０億円

２７０億円
（６８％）

４００億円

都道府県

合計

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

市町村
活用額

譲与額

活用額

譲与額

活用額

譲与額

令和５年度
（予定）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）
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７　

お
わ
り
に

　

令
和
６
年
度
か
ら
、
譲
与
税
の
財
源
と
な

る
森
林
環
境
税
の
課
税
が
始
ま
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
譲
与
税
の
活
用
状
況
に
対
す
る

社
会
の
関
心
は
大
き
く
高
ま
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。
そ
の
際
、
納
税
者
の
皆
様
に
新
た
な

税
の
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に

は
、
各
地
域
に
お
け
る
譲
与
税
に
よ
る
取
組

の
成
果
・
効
果
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い

く
こ
と（
広
報
活
動
）が
極
め
て
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

林
野
庁
で
は
、
本
年
10
月
に
、
森
林
環
境

税
・
森
環
境
林
譲
与
税
に
関
す
る
新
た
な

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。
林
野
庁

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
も
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
７
月
に
は
、
政
府
広
報
ラ
ジ

オ
番
組
で
、
森
林
整
備
の
重
要
性
と
譲
与
税

を
活
用
し
た
取
組
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
　

情
報
発
信
・
広
報

　

さ
ら
に
、
総
務
省
と
連
携
し
て
、
森
林
環

境
税
・
森
林
環
境
譲
与
税
の
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
「
国
民
一
人
一
人
が
、
森
を
支
え
る
。

森
林
環
境
税
」
を
作
成
し
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ

ラ
シ
に
よ
り
、
各
種
行
事
で
積
極
的
な
広
報

活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
自
治
体
や
関
係
団

体
に
も
幅
広
く
配
布
し
て
い
ま
す
。

5

6

　

森
林
環
境
譲
与
税
の
取
組
事
例
集
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp
/j/keikaku/kankyouzei/kanky
ouzei_jouyozei.htm

l

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
ご
案
内
）

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp
/j/keikaku/tiikirinnseiadobaiz
a.htm

lシ
ュ
ー
セ
キ
！
は
こ
ち
ら

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp
/j/keikaku/keieikanri/sinrinke
ieikanriseido.htm

l#3.4

　

林
野
庁
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

https://w
w
w
.facebook.com

/rinyajapan

　

森
林
環
境
税
・
森
林
環
境
譲
与
税

に
関
す
る
新
た
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp
/j/keikaku/kankyouzei/23101
8.htm

l

　

森
林
環
境
税
・
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
森
林

を
持
続
的
に
守
り
育
て
て
い
く
た
め
に
、「
国

民
一
人
一
人
が
、
森
を
支
え
る
」
新
た
な
仕
組

み
で
す
。
森
林
環
境
税
の
課
税
は
、
令
和
６
年

６
月
か
ら
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
納
税
者
の
皆
様

か
ら
、
新
た
な
税
に
対
す
る
理
解
を
得
る
こ
と

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

林
野
庁
と
し
て
も
、
引
き
続

き
、
市
町
村
等
と
協
力
し
な
が

ら
、
各
地
域
で
の
効
果
的
な
活

用
に
向
け
た
支
援
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
譲
与
税
に
よ
る
成

果
を
積
極
的
に
広
報
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
て

も
、
森
林
整
備
の
必
要
性
や
譲

与
税
の
活
用
成
果
に
つ
い
て
、

積
極
的
な
広
報
活
動
を
展
開

す
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▲ＰＲチラシ▲ＰＲチラシ

　

林
野
庁
で
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
募
集
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
活
用
希
望
の
あ
る
市
町
村
の
情
報

を
技
術
者
団
体
に
提
供
し
、
当
該
市
町
村
の

一
覧
を
林
野
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
新
た
に
、
各
地
で

活
躍
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
相
互
連
携
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
地
域
林
政

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
連
携
促
進
研
修
」
を
開
始
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
全
国
３
カ
所
で
開
催
し

て
、
計
33
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
同
研
修
で

は
、
林
野
庁
か
ら
の
情
報
提
供
の
み
な
ら
ず
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の
事
例
発
表
や
、
参
加

者
間
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
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東
京
、
大
阪
で
の
中
央
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

は
じ
め
、
全
国
23
会
場
で
森
林
の
仕
事
ガ
イ

ダ
ン
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス

TOPICS

01
　
「
森
林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
は
、
新
た

な
林
業
の
担
い
手
の
確
保
を
目
的
に
、森
林
・

林
業
へ
の
就
業
に
関
心
を
持
つ
方
を
対
象
に

実
施
す
る
仕
事
の
説
明
・
相
談
会
で
す
。

　

東
京
で
の
ミ
ニ
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
東
京
・
大

阪
で
の
中
央
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
各
都
道
府
県
で

の
エ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
12
月
上
旬
ま
で
に

延
べ
23
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、

相
談
者
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
地
域
で
の
生

活
や
林
業
に
関
す
る
情
報
、
就
業
ま
で
の
流

れ
、「
緑
の
雇
用
」
事
業
に
よ
る
研
修
制
度

に
つ
い
て
の
説
明
や
相
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
東
京
で
の
ミ
ニ

ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
11
県
、
11
月
18
日
の
大
阪

で
の
中
央
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
32
道
府
県
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
都
道
府
県

ブ
ー
ス
で
の
説
明
や
相
談
の
ほ
か
、
林
業
の
基

礎
を
学
ぶ
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
動
画
の
上

映
や
Ｖ
Ｒ
で
の
安
全
教
育
の
体
験
、
ヒ
ノ
キ

チ
ッ
プ
の
詰
め
放
題
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

も
　

り

・知りたかった情報が集約されていて参考になり、不安な気持ちが和らいだ。

・林業に従事している方ならではの深い内容のお話を聞けて良かった。業界全体でより
良い環境づくりに取り組まれていることがわかりよかった。

・若手の現役の方からリアルな話を聞けてとても勉強になり、前向きになれた。

中央ガイダンスの来場者の声

ミニガイダンス

の様子

東京

オリエンテーション動画上映オリエンテーション動画上映

県相談ブース県相談ブース ＶＲでの安全教育体験ＶＲでの安全教育体験

林業就業の流れ

82023.12 No.201林野



● 現在、どんな仕事をしているの？
　　北但西部森林組合に就職し、皆伐や搬出間伐の現場で伐倒や集材などの仕事をして
います。

● この仕事の魅力は？
　　木を思った場所に上手く倒せたなど、自身の技術が少しずつ上がっていく実感を得た
　時や、家屋の裏山などの木を伐って、依頼者の方が喜んで下さっている様子を見た時に
　やりがいを感じます。
　　私は自然がとても好きなので、仕事中でも山の上からの景色や森に棲む生き物たちの
　姿に癒されることも多く、それもこの仕事の魅力の一つだと感じています。
　　間伐の仕事も、将来その山がより良い山になるための仕事だと思うと、意義を感じら
れますし、同時に今の自分の仕事の痕跡が未来まで残されると思うと面白いなと思います。

● 林業に興味がある人へ一言
　　多くの方が体力面に不安があるかと思いますが、体力も技術も少しずつ備わっていく
　ものと思いますので、都市部の生活では経験できない自然に囲まれた仕事に興味があれ
　ば、是非始めてみませんか。

　

一
部
の
地
域
で
は
今
後
も
都
道
府
県
単
位

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
是
非
こ
ち
ら
に
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
来
場
で
き
な
い
方
に
は
オ
ン
ラ
イ

ン
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
左
記
の
サ
イ
ト

で
関
連
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

● エリアガイダンス
https://www.ringyou.net/
area_guidance/

● オンライン相談
https://www.ringyou.net/
online/

古川 紗野さん
（兵庫県）

大阪府出身、大学卒業後、
Iターンで令和4年4月に
北但西部森林組合に就職。
現在、緑の雇用フォレスト
ワーカー２年生

現役フォレストワーカーへ聞いてみました！

古川さんの１日のスケジュール

起床
　朝食・出勤準備　など

出勤

始業
　スイングヤーダ集材作業（オペレーター）

お昼休憩

午後の作業

終業
　帰宅

夕食

明日の準備（お弁当のおかず作り置きなど）

就寝

５：２０

６：５０

８：００～

１２：００～１３：００

１３：００～

１７：００

１９：００

２１：００

２２：００

　古川さんは、現在、日本伐木

チャンピオンシップ競技出場に

向け、仕事が終わってから練習

をしているそう

ふる かわ    さ    の
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TOPICS

02
　

農
林
水
産
祭
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
農
林
水
産
業
と
食
に
対
す
る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
農
林
水
産
省
と
公
益

財
団
法
人
日
本
農
林
漁
業
振
興
会
が
共
催
し
て
、
昭
和
37
（
１
９
６
２
）年
か
ら
実
施
し
て
お
り
、今
年
で
62
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

農
林
水
産
祭
で
は
、
過
去
１
年
間
の
農
林
水
産
祭
参
加
表
彰
行
事
に
お
い
て
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
々
の
中

か
ら
、
天
皇
杯
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
及
び
日
本
農
林
漁
業
振
興
会
会
長
賞
を
選
考
し
、
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
林
産
部
門
で
は
58
の
出
品
財
を
対
象
に
審
査
を
行
い
、
天
皇
杯
に
谷
口
淳
一
氏
（
北
海
道
北
斗
市
）、
内
閣
総
理

大
臣
賞
に
朝
香
博
典
氏
（
静
岡
県
伊
豆
市
）、日
本
農
林
漁
業
振
興
会
会
長
賞
に
有
限
会
社
下
久
保
林
業
（
青
森
県
十
和
田
市
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
賞
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

谷
口  

淳
一
氏
（
北
海
道
北
斗
市
）

た
ゆ
ま
ぬ
創
意
工
夫
に
よ
る

優
良
な
ト
ド
マ
ツ
コ
ン
テ
ナ
苗
の
安
定
供
給

　

谷
口
淳
一
氏
は
、
大
正
初
期
か
ら
続
く
苗
木
生
産
を

先
代
か
ら
引
き
継
ぎ
、
平
成
26
年
度
か
ら
コ
ン
テ
ナ
苗
生

産
に
着
手
し
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
で
は
ト
ド
マ
ツ
コ
ン

テ
ナ
苗
を
30
万
本
、
カ
ラ
マ
ツ
や
ク
リ
ー
ン
ラ
ー
チ
の
コ
ン

テ
ナ
苗
を
合
わ
せ
る
と
約
52
万
本
を
作
付
け
し
て
い
ま
す
。

　

ト
ド
マ
ツ
コ
ン
テ
ナ
苗
は
、
植
栽
時
の
労
働
負
荷
や
下

刈
り
作
業
の
軽
減
が
期
待
で
き
る
大
き
い
規
格
の
コ
ン
テ
ナ

苗
と
し
て
苗
長
を
揃
え
た
出
荷
、
根
鉢
を
生
分
解
性
不
織
布

で
包
む
こ
と
で
梱
包
や
輸
送
、
植
栽
の
際
に
崩
れ
な
い
よ
う

に
す
る
な
ど
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
技
術
改
良
を
重

ね
、
植
栽
す
る
事
業
体
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ほ
場
や
施
設
内
の
舗
装
化
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
パ

レ
ッ
ト
の
育
苗
台
の
導
入
等
、
合
理
的
な
土
地
利
用
や
苗

木
生
産
効
率
を
高
め
る
創
意
工
夫
に
も
徹
底
し
て
取
り
組

み
、
高
い
苗
木
生
産
能
力
の
向
上
と
と
も
に
、
作
業
者
の

労
働
負
荷
の
低
減
を
実
現
し
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

朝
香
博
典
氏
は
26
歳
か
ら
約
30
年
、
伝
統
的
な
原
木

し
い
た
け
栽
培
技
術
を
発
展
的
に
継
承
し
、
乾
し
い
た
け

生
産
量
全
体
の
わ
ず
か
１
％
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
希
少
価
値

が
高
い
最
高
級
品
「
天
白
冬
菇
」
を
生
産
し
続
け
て
き
ま

し
た
。

　

朝
香
氏
は
、
藤
と
共
生
す
る
人
工
ほ
だ
場
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
で
し
い
た
け
の
発
生
に
適
し
た
自
然
環
境
に
近

い
栽
培
環
境
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
独
自
の
乾
燥
技
術

で
全
国
乾
椎
茸
品
評
会
で
８
回
、
令
和
に
入
っ
て
か
ら
は

４
回
連
続
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
高
品
質

な
乾
し
い
た
け
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
専
門
職
大

学
の
研
修
生
受
け
入
れ
や
新
規
参
入
者
の
技
術
指
導
も
行

う
な
ど
後
継
者
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

朝
香  

博
典
氏
（
静
岡
県
伊
豆
市
）

卓
越
し
た
原
木
し
い
た
け
栽
培
の
技
が
生
み
出
す

最
高
級
の
「
天
白
冬
菇
」

第
62
回
農
林
水
産
祭

て
ん
ぱ
く
ど
ん
こ

あ
さ
か　
　

ひ
ろ
の
り

い
ず

た
に
ぐ
ち　
　

じ
ゅ
ん
い
ち

ほ
く
と
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有
限
会
社  
下
久
保
林
業
（
青
森
県
十
和
田
市
）

合
理
的
な
事
業
拡
大
と
安
定
的
な
経
営
で

地
域
の
林
業
を
牽
引

　

有
限
会
社
下
久
保
林
業
は
、
農
耕
馬
に
よ

る
木
材
等
の
運
搬
業
を
前
身
に
昭
和
51
年
に

設
立
さ
れ
、
現
在
は
、
女
性
や
若
者
を
含
め

27
名
の
従
業
員
を
抱
え
る
地
域
の
中
核
的
な

林
業
事
業
体
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
的
な
路
網
整
備
や
高
性
能
林
業
機
械

の
導
入
の
ほ
か
、
輸
送
コ
ス
ト
の
削
減
を
目

的
と
し
た
フ
ル
ト
レ
ー
ラ
ー
の
導
入
等
合
理

的
な
視
点
に
立
っ
た
投
資
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
積
極
的
な
事
業
拡
大
に
よ
り
、
生

産
コ
ス
ト
を
低
減
す
る
な
ど
安
定
し
た
経
営

基
盤
を
築
き
、
年
間
33
千
㎥
の
素
材
生
産
を

行
う
ま
で
に
発
展
し
て
お
り
、
地
域
の
林
業

を
牽
引
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
や
若
い
人
材
の
雇
用
に
も
積

極
的
に
取
り
組
み
、
植
栽
か
ら
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　

ま
で
多
能
な
技
術
者
を
丁
寧
に

　
　
　
　
　
　

育
成
す
る
こ
と
で
、
生
産
性

　
　
　
　
　
　
　

の
向
上
と
雇
用
の
安
定
化

　
　
　
　
　
　
　
　

を
実
現
し
て
い
ま
す
。

「実りのフェスティバル」が開催！

第６２回農林水産祭「実りのフェスティバル」が、東京都豊島区で開催され、天皇杯等の受賞者の紹介とともに、
各都道府県の特産物の展示・即売や、特徴ある技術や農林水産物の展示コーナーが設置され、多くの来場者で
終日にぎわいました。
　林野庁では、「木づかい運動でウッド・チェンジ！」をテーマに、建築物における木材利用に関する最近
の動きやウッドデザイン賞を受賞した木の食器や櫛など身近な木製品を展示しました。また、今年度は「国民
一人一人が、森を支える。森林環境税」をテーマに、森林環境税・森林環境譲与税のＰＲも行いました。

テーマに沿ったさまざまな展示やＰＲを行いました

と

わ

だ

し

も

く

ぼ
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森林を活かす
都市の木造化

も 　 り

ま 　 ち

協
定
に
基
づ
く
構
想
の
概
要

2

木
材
の
価
値
向
上
で
需
要
を
創
出

ナ
イ
ス
株
式
会
社

協
定
締
結
の
検
討
経
緯

1当
社
は
、
１
９
５
０
年
に
市
売
木
材
㈱
と

し
て
設
立
さ
れ
て
以
来
、
木
材
流
通
を
ル
ー

ツ
と
す
る
企
業
と
し
て
、
建
築
物
へ
の
木
材

利
用
の
促
進
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
構
造
材
か
ら
内
外

装
材
に
至
る
ま
で
、
住
宅
１
棟
分
の
木
材
を

国
産
材
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
「
国
産

材
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
ご
提
案
し
て
い
ま
す
。

国
産
材
使
用
比
率
が
低
い
横
架
材
も
含
め
て

国
産
針
葉
樹
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
中
心
に
構
成

し
、
オ
ー
ル
集
成
材
仕
様
や
無
垢
材
と
集
成
材

の
組
み
合
わ
せ
な
ど
、
顧
客
の
要
望
に
応
じ
て

ご
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
０
８
年
よ
り
非
住
宅
木
造
建
築

へ
の
取
組
を
開
始
し
、
福
祉
施
設
や
教
育
施
設
、

宿
泊
施
設
な
ど
の
木
造
化
に
注
力
し
て
い
ま

す
。
２
０
２
０
年
に
設
立
し
た
「
木
造
テ
ク
ニ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
木
造
化
の
可
否
等
に

関
す
る
初
期
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
、
相
談

件
数
は
累
計
で
１
，２
０
０
件
を
超
え
て
い
ま

す
。
構
造
計
算
や
木
材
の
調
達
・
加
工
、
施
工

な
ど
、
非
住
宅
木
造
建
築
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
つ
い
て
、
要
望
や
案
件
の
性
質
、
内
容

に
応
じ
て
必
要
な
機
能
を
補
完
し
、
最
適
な
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
を
中
心
に
、
木
材
利
用
の

促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
更
に
強
化
し
て

　

協
定
で
は
、
建
築
物
の
木
造
化
・
木
質
化

を
推
進
す
る
こ
と
で
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
、
持
続
可
能
な
森
林

経
営
や
森
林
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
、
資
源

循
環
型
社
会
の
形
成
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
等
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の

構
想
の
実
現
に
向
け
て
、
森
林
の
育
成
か
ら

素
材
流
通
、
製
材
、
加
工
、
製
品
流
通
、
設
計
、

施
工
、
住
宅
供
給
な
ど
、
建
築
物
の
木
造
化
・

木
質
化
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
建
築
物
へ
の
国

産
材
の
積
極
的
な
利
用
の
推
進
、
適
切
な
再

造
林
の
促
進
、
設
計
及
び
施
工
事
業
者
、一
般

消
費
者
に
対
す
る
国
産
材
利
用
に
関
す
る
普
及

啓
発
活
動
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
国
産
材
の

取
扱
量
を
２
０
２
７
年
度
ま
で
に
65
万
５
千

㎥
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す

（
注
：
２
０
２
２
年
度
は
40
万
㎥
）。

木造教育施設（ＲｉｔａＳｃｈｏｏｌ）

　

２
０
２
１
年
10
月
に
施
行
さ
れ
た
都
市
の
木
造
化
推
進
法
で
は
、「
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
」

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
国
と
協
定
を
締
結
し
た
企
業
等
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
10
月
に
施
行
さ
れ
た
都
市
の
木
造
化
推
進
法
で
は
、「
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
」

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
国
と
協
定
を
締
結
し
た
企
業
等
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

い
く
た
め
、
当
社
と
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る

ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
㈱
、ナ
イ
ス
プ
レ
カ
ッ
ト
㈱
、

ナ
イ
ス
ユ
ニ
テ
ッ
ク
㈱
、
菊
池
建
設
㈱
、
Ｙ
Ｏ

Ｕ
テ
レ
ビ
㈱
は
、
令
和
５
年
５
月
に
農
林
水
産

省
と
「
国
産
材
の
利
用
拡
大
に
関
す
る
建
築
物

木
材
利
用
促
進
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

シリーズ

122023.12 No.201林野



協
定
に
基
づ
く
取
組

3

今
後
の
抱
負

4

今
年
11
月
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
木
質
素
材
に
よ

る
本
社
ビ
ル
の
外
装
木
質
化
を
実
施
し
ま
し

た
。
表
層
圧
密
技
術
に
よ
っ
て
ス
ギ
の
表
面

硬
度
を
高
め
た
「
Ｇ
ｙ
ｗ
ｏ
ｏ
ｄ
Ⓡ

」、
耐
久
性

の
高
い
宮
崎
県
産
飫
肥
杉
の
赤
身
部
分
を

用
い
た
「
Ｏ
ｂ
ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ⓡ

」
な
ど
、
付
加

価
値
の
高
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
素
材
に
よ
っ
て
上

質
で
温
か
み
の
あ
る
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
例
は
、
林
野
庁
補
助
事
業
「
外
構
部

等
の
木
質
化
対
策
支
援
事
業
」
に
採
択
さ
れ

住
宅
、
非
住
宅
の
木
造
化
・
木
質
化
に
向

け
た
取
組
を
更
に
拡
大
さ
せ
る
と
と
も
に
、

付
加
価
値
の
高
い
製
品
の
開
発
及
び
非
建
築

分
野
に
お
け
る
木
質
化
市
場
の
開
拓
を
通
じ

て
、
木
材
需
要
の
創
出
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

「
Ｇ
ｙ
ｗ
ｏ
ｏ
ｄ
Ⓡ

」
は
テ
ー
ブ
ル
用
天
板
と
し

て
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
２
３
で
最
優
秀
賞

（
経
済
産
業
大
臣
賞
）
を
受
賞
す
る
な
ど
家
具
へ

の
利
用
が
拡
が
り
、
他
に
も
ト
ラ
ッ
ク
荷
台
部

分
の
床
材
な
ど
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

木
材
供
給
網
の
関
係
者
と
連
携
し
て
森
林

資
源
の
特
性
を
生
か
し
た
価
値
向
上
を
図
り
、

再
造
林
を
は
じ
め
と
す
る
持
続
可
能
な
森
林

経
営
及
び
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

協
定
制
度
に
基
づ
く
様
々
な
取
組
に
関
す

る
情
報
が
発
信
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
木

材
利
用
の
意
義
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
り
、

一
般
消
費
者
も
含
め
て
幅
広
く
浸
透
し
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
住
宅
や
非
住
宅
な
ど
の
建
築
物
に
と
ど

ま
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
木
材
が
使
わ
れ
て
こ
な

か
っ
た
分
野
に
お
い
て
も
木
材
利
用
の
気
運

が
高
ま
り
、
林
業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
、

森
林
資
源
の
次
世
代
へ
の
継
承
に
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

協
定
制
度
へ
の
期
待

5

本社ビル木質化外装

構想達成に向けたナイスグループの取組

木と暮らしの博覧会

て
お
り
、
既
存
建
築
物
の
外
構
・
外
装
木
質

化
の
施
工
方
法
、
風
雨
や
紫
外
線
等
に
対
す

る
耐
候
性
や
経
年
変
化
、
来
館
者
の
印
象
評

価
な
ど
に
つ
い
て
検
証
し
ま
す
。

　

ま
た
、11
月
30
日
・
12
月
１
日
に
パ
シ
フ
ィ

コ
横
浜
に
お
い
て
「
木
と
暮
ら
し
の
博
覧
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
大
規
模
展
示
会
と
し

て
は
約
５
年
ぶ
り
の
開
催
で
、
建
築
物
の
木

造
化
・
木
質
化
に
関
す
る
多
彩
で
実
務
に
役

立
つ
内
容
を
建
築
関
係
者
や
施
設
所
有
者
、

行
政
担
当
者
な
ど
へ
ご
紹
介
し
、
８
千
名
を

超
え
る
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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フ
ォ
レ
ス
タ
ー（
森
林
総
合
監
理
士
）の
活
動
書
記

多
様
な
資
源
を
生
か
し
た
い
！

広
葉
樹
の
用
材
利
用
を
推
進

シリーズ
　

私
は
北
部
地
方
振
興
事
務
所
で
勤
務
し
て

い
た
令
和
２
年
か
ら
４
年
ま
で
、
奥
羽
山
脈

に
位
置
す
る
加
美
町
の
町
有
林
に
お
い
て
、

豊
富
で
多
様
な
広
葉
樹
資
源
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
、
チ
ッ
プ
材
利
用
に
加
え
、用
材

活
用
を
試
み
ま
し
た
。
こ
の
取
組
は
、
町
の

歳
入
を
増
や
す
こ
と
、
高
齢
化
し
た
広
葉
樹

林
の
確
実
な
更
新
を
図
り
、
森
林
病
害
虫

（
ナ
ラ
枯
れ
）
の
予
防
対
策
を
進
め
る
こ
と

も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら

の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

は
じ
め
に

町
へ
の
技
術
的
支
援

　

町
に
対
し
て
は
、
家
具
や
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

な
ど
広
葉
樹
資
源
の
活
用
方
法
に
関
す
る

情
報
を
提
供
し
な
が
ら
、
森
林
経
営
計
画
に

基
づ
く
変
更
補
助
事
業
を
活
用
し
た
更
新

伐
の
実
施
な
ど
森
林
施
業
の
実
施
に
向
け
た

技
術
的
な
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同

様
の
取
組
を
し
て
い
る
他
の
地
域
を
視
察
し

た
り
、文
献
調
査
に
よ
り
得
た
施
業
方
法
等

の
情
報
を
関
係
者
間
で
共
有
し
ま
し
た
。

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
技
術
主
幹
　
佐
々
木
智
恵

　

森
林
所
有
者
で
あ
る
町
に
加
え
、
町
か
ら

施
業
を
委
託
さ
れ
た
素
材
生
産
業
者
に
対
し

て
指
導
を
行
い
、
早
期
で
確
実
な
更
新
に
向

け
た
森
林
整
備
の
取
組
を
技
術
的
な
面
か
ら用材の確認

施業状況視察

更新伐施業後の森林

関
係
者
間
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

と
技
術
的
支
援
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こ
の
取
組
に
携
わ
る
こ
と
で
、
広
葉
樹
利

用
に
関
わ
る
様
々
な
分
野
に
お
い
て
、
熱
意

を
持
っ
た
前
向
き
な
人
材
や
、
伐
採
・
加
工

等
の
専
門
技
術
を
持
つ
方
々
に
出
会
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
取
組
の
主
な
内
容
は
、

こ
れ
ら
の
マ
ッ
チ
ン
グ
と
調
整
、
体
制
づ
く

り
と
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
は
北
上
山
地
を
管
轄
す

る
東
部
地
方
振
興
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所

に
勤
務
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
広
葉
樹
の

用
材
利
用
に
関
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
地
域
で
は
、Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
を
取
得

し
て
お
り
、
特
に
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
広
葉
樹
材
に

対
す
る
引
き
合
い
が
強
く
、
持
続
的
な
資
源

管
理
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
広
葉
樹
の

用
材
利
用
は
、生
物
多
様
性
が
も
た
ら
す
経

済
的
な
価
値
で
あ
り
、
継
続
的
な
利
用
と
と

も
に
資
源
の
持
続
的
な
管
理
を
実
現
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
い
ご
に

２
年
間
の
取
組
で
、
用
材
と
し
て
利
用

で
き
た
材
の
樹
種
、
材
積
、
径
級
別
割
合
、

販
売
額
等
の
実
績
を
分
析
し
ま
し
た
。
用
材

利
用
率
は
ど
ち
ら
も
約
12
％
と
あ
ま
り
高
く

な
か
っ
た
も
の
の
、
令
和
２
年
か
ら
の
２
年

間
で
、ナ
ラ
、サ
ク
ラ
、ク
リ
、イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、

ホ
オ
ノ
キ
等
奥
羽
山
脈
の
特
徴
で
あ
る
多
様

な
樹
種
を
用
材
と
し
て
出
荷
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
径
級
で
見
る
と
、
出
荷
材
は
径

18
㎝
か
ら
50
㎝
ま
で
の
原
木
で
し
た
。

　

地
域
に
お
け
る
広
葉
樹
の
用
材
利
用
を
推

進
す
る
た
め
、
こ
の
結
果
を
活
用
し
、
林
業

事
業
体
や
製
材
業
者
を
対
象
に
報
告
会
と
意

見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
の
課
題

と
し
て
、
①
更
新
伐
施
業
後
の
天
然
更
新
の

実
績
の
分
析
と

報
告
・
意
見
交
換
会

広
葉
樹
材
利
用
Ｐ
Ｒ
活
動

テーブル・イスセット

報告・意見交換会

確
認
、②
事
業
性
確
保
の
た
め
の
継
続
的
な

広
葉
樹
の
供
給
、③
森
林
情
報
管
理
シ
ス
テ

ム
や
航
空
写
真
等
に
よ
る
利
用
可
能
な
資
源

の
把
握
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

支
援
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
広
葉
樹
の
採
材
研
修
会
を
実
施
し
、

確
実
な
取
引
に
結
び
つ
く
よ
う
用
材
利
用

を
想
定
し
た
材
長
や
曲
が
り
の
許
容
範
囲

な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
最
終
的
な
需
要

先
で
あ
る
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
等
の
加
工
業
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
採
材
を
指
導
し
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
を
支
援
し
ま
し
た
。採材研修会

　

こ
れ
ら
の
取
組
を
広
く
町
民
に
伝
え
る
た

め
、
み
や
ぎ
森
林
・
林
業
未
来
創
造
カ
レ
ッ

ジ
の
協
力
を
得
て
、
テ
ー
ブ
ル
と
イ
ス
の

セ
ッ
ト
を
作
成
し
、
普
及
用
パ
ネ
ル
と
と
も

に
多
く
の
町
民
が
利
用
す
る
中
新
田
公
民
館

へ
設
置
し
ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
と
イ
ス
の
脚

に
は
丈
夫
な
ク
リ
、
イ
ス
の
背
も
た
れ
や
座
面

は
複
数
の
広
葉
樹
材
を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら

れ
て
お
り
、
町
民
の
反
応
も
良
好
で
色
や
風

合
い
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
樹
種
が
醸
し
出
す
魅

力
を
町
民
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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地
域
と
連
携
し
た
シ
カ
被
害
対
策

四
国
森
林
管
理
局　

高
知
中
部
森
林
管
理
署

所在地

区域面積

関係自治体

　高知中部森林管理署の管理する国有林は徳島県境に隣接した高知
県香美市に所在しており、１級河川の物部川の上流部や三嶺（１，８９４
ｍ）、石立山（１，７０７ｍ）、綱附森（１，６４３ｍ）周辺に広く分布しています。
これらのうち５２％が天然林であり、地域を代表する多種多様な
林相を形成していることから、その多くが国定公園、保護林、
レクリエーションの森等に指定されています。

は
じ
め
に

国有林野事業の取組

シ
カ
被
害
対
策
の
課
題

当
署
で
は
現
在
、
業
務
委
託
や
職
員
実

行
に
よ
る
捕
獲
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

人
の
出
入
り
が
困
難
な
急
峻
な
地
形
が
多
く
、

人
手
不
足
や
高
齢
化
が
深
刻
化
す
る
中
、
従

来
の
規
模
で
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
困
難

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
罠
に

よ
る
捕
獲
は
、
罠
自
体
や
シ
カ
を
お
び
き
寄

高知県香美市物部町大栃１５３９

５３，７８６ha
うち森林面積   ４７，８４４ha うち国有林面積    １２，６９３ha

香美市

写真１　ニホンジカ

管内概要

愛媛県

香川県

徳島県

高知県

高知中部森林管理署

●
香美市

山
々
に
囲
ま
れ
、
急
峻
な
地
形
の
多
い
高

知
中
部
森
林
管
理
署
管
内
で
は
、
近
年
ニ
ホ

ン
ジ
カ
の
生
息
密
度
が
非
常
に
高
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。
こ
の
よ
う
な
中
、

人
工
林
に
お
け
る
植
栽
木
へ
の
食
害
の
ほ
か
、

三
嶺
（
１
，８
９
４
ｍ
）
周
辺
な
ど
の
天
然
林

を
含
む
エ
リ
ア
で
も
樹
皮
剥
ぎ
や
下
層
植
生

の
衰
退
を
も
た
ら
し
て
お
り
（
写
真
２
、３
）、

水
源
涵
養
や
土
砂
流
出
防
止
と
い
っ
た
森
林

が
持
つ
機
能
の
低
下
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

シ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
に
つ
い
て
は
、
シ
カ

が
以
前
か
ら
多
く
生
息
し
て
い
る
山
奥
だ
け

で
は
な
く
、
平
地
に
近
い
民
有
林
に
お
い
て

も
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
農
作
物
へ

の
被
害
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
地
域
と
連
携
し
た
シ
カ
被
害
対
策
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

いしだてやま つなつけもり

ものべがわ さんれい

さ
ん
れ
い
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当
署
で
は
こ
れ
ら
シ
カ
被
害
や
ジ
ビ
エ
活

用
の
現
状
を
地
域
に
広
く
知
ら
せ
る
た
め
、

学
校
で
の
森
林
環
境
学
習
を
通
じ
て
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
カ
肉
を
活

用
し
た
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
開
発
等
を
行
っ
て

い
る
高
校
の
ジ
ビ
エ
部
へ
獲
物
を
供
給
す
る

活
動
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
一
層
地
域
と
協
力
し
て
、
捕
獲
の

た
め
の
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ジ
ビ
エ

需
要
の
拡
大
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
の
展
望

せ
る
た
め
の
餌
に
費
用
が
か
か
る
ほ
か
、
設

置
し
た
罠
の
状
況
を
頻
繁
に
見
回
り
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
捕
獲
事
業
実
施
者
に
と
っ

て
の
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
捕

獲
後
の
シ
カ
の
処
理
に
も
コ
ス
ト
を
要
し
て

い
る
等
の
課
題
が
あ
る
た
め
、
シ
カ
の
捕
獲

と
並
行
し
て
、
ジ
ビ
エ
の
活
用
ま
で
を
含
め

た
関
係
機
関
と
の
連
携
が
必
要
不
可
欠
で
す

（
写
真
４
）。

　

こ
の
た
め
、
当
署
で
は
地
元
自
治
体
で

あ
る
香
美
市
や
猟
友
会
と
連
携
し
、
民
有
林
と

国
有
林
が
一
体
と
な
っ
た
シ
カ
被
害
対
策
及
び

ジ
ビ
エ
活
用
を
推
進
す
る
た
め
、
令
和
４
年

11
月
25
日
、
依
光
晃
一
郎
香
美
市
長
と
岡
林
静

窺
香
美
猟
友
会
長
及
び
吉
良
康
高
知
中
部
森

林
管
理
署
長
の
三
者
で
「
シ
カ
被
害
対
策
及

び
ジ
ビ
エ
活
用
推
進
連
携
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
（
写
真
５
）。

　

協
定
に
基
づ
く
主
な
具
体
的
な
取
組
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

❶

署
か
ら
香
美
市
、
香
美
市
か
ら
猟
友
会
へ
の

囲
い
罠
等
の
無
償
貸
出
し
・
撒
き
餌
の
支
給

❷

捕
獲
時
の
林
内
移
動
を
効
率
化
す
る

　

た
め
国
有
林
へ
の
入
林
手
続
き
を
簡
素
化

❸

罠
に
獲
物
が
か
か
っ
た
際
に
通
知
が
来
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
捕
獲
通
知
シ
ス
テ
ム
（
写
真
６
）

の
活
用
や
罠
の
見
回
り
協
力

写真５　協定調印式

写真３　下層植生が衰退した林内 写真２　シカにより食害を受けた三嶺

写真４　ジビエ活用の検討

写真６　ＩＣＴ捕獲通知システムの中継器

協
定
の
締
結
へ

せ
い

き
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お手入れをされる秋篠宮皇嗣殿下　　　　　　　（提供：茨城県）

TOPICS

03

おことばを述べられる秋篠宮皇嗣殿下 表彰を行う宮下農林水産大臣

緑の少年団へお声がけされる秋篠宮皇嗣同妃両殿下（提供：茨城県）

　健全で活力ある森林を育て、次の世代に引き継ぐことの大切さを伝えるため、昭和５２年から毎年秋に、開催
都道府県と（公社）国土緑化推進機構の共催により開催されている国民的な緑の祭典です。全国植樹祭で
天皇皇后両陛下がお手植えされた樹木を皇族殿下がお手入れされる育樹運動のシンボル的行事と、皇族殿下
によるおことばや各種表彰等の式典行事のほか、参加者による育樹活動等の行事が行われています。

全国育樹祭とは

１１月１１日（土）から１２日（日）にかけて、「誰かじゃ
ない　僕が育てる　緑の日本」をテーマに、秋篠宮皇
嗣同妃両殿下のご臨席の下、第４６回全国育樹祭が茨
城県潮来市「県民水郷の森」及び水戸市「アダストリア
みとアリーナ」で開催されました。
１１日のお手入れ行事では、代表参加者による育樹
活動（施肥）が行われ、オープニングアトラクション
として潮来ばやしが披露されました。その後、平成１７
年の全国植樹祭で当時の天皇皇后両陛下がお手植え
されたタブノキとヤマボウシへのお手入れ（枝打ち、
施肥）が秋篠宮皇嗣同妃両殿下により行われました。
１２日の式典行事では、皇嗣殿下のおことばに続き、
緑化推進や森林づくり活動に功績のあった方々への表彰

と、宮下一郎農林水産大臣の立会いの下、全国から選
ばれた緑の少年団への「緑の贈呈」が行われました。
メインテーマアトラクションでは、いばらきと未来の
日本の緑について考える「ＮＥＷＳ　ＬＩＶＥ　ＳＴＲＥＡＭＩＮＧ」
として、茨城県の林業最前線から茨城県産材の利用や、
日本と世界の林業の未来について、映像とニュース形
式の解説で紹介されました。
　最後に（公社）国土緑化推進機構の濱田純一理事長
による「大会宣言」等が行われ、式典は幕を閉じました。
　次回、第４７回全国育樹祭は「育てよう  幸せ芽吹く  
緑の大地」を大会テーマに、令和６年１０月１９日、２０日
に福井県で開催される予定です。
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みどりの

大使
が行く！

2023ミス日本みどりの大使

上村 さや香
かみむら　　　 　  か

　

こ
ん
に
ち
は
♪
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
大
使

上
村
さ
や
香
で
す
。
今
月
は
、
第
57
回
全
国

木
材
産
業
振
興
大
会
に
群
馬
県
で
、
第
44
回

石
川
の
農
林
漁
業
ま
つ
り
に
石
川
県
で
、「
木

づ
か
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
３
」
に
は
東

京
・
霞
ヶ
関
の
農
林
水
産
省
（
林
野
庁
）
で
、

「
も
く
も
く
エ
コ
ラ
ン
ド
２
０
２
３
」
に
高

知
県
で
、
第
62
回
全
国
林
業
経
営
推
奨
行
事

賞
状
伝
達
贈
呈
式
記
念
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
と

「
炭
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３
」（
い
ず
れ
も
東
京
）

で
、
力
い
っ
ぱ
い
歌
っ
て
き
ま
し
た
。

　

４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
全
国
燃
料
協

会
主
催
の
「
炭
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３
」。
炭
の

プ
ロ
が
各
テ
ー
ブ
ル
で
炭
へ
の
想
い
を
語
り

尽
く
す
特
別
な
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

登
場
し
た
国
産
木
炭
は
、
岩
手
県
の
岩
手
切

炭
、
栃
木
県
の
下
野
菊
花
炭
、
山
形
県
の
や

ま
が
炭
、
高
知
県
の
土
佐
木
炭
、
熊
本
県
の

炭
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３

熊
本
樫
木
炭
の
５
つ
。
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
で
は
炭

の
特
徴
や
推
し
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
が
山
形
県
の
「
や

ま
が
炭
」。
寒
暖
差
の
激
し
い
気
候
の
米
沢

市
で
育
っ
た
ナ
ラ
の
木
を
職
人
が
時
間
を
か

け
て
作
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ネ
ー
ミ
ン
グ

と
箱
に
つ
い
た
取
っ
手
が
と
て
も
キ
ュ
ー
ト

で
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
持
っ
て
行
き
た
く
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
東
北
芸
術
工
科
大
学
の
学

生
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
で
、
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

賞
も
受
賞
し
た
と
聞
き
、
同
世
代
の
活
躍
に

と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

栃
木
県
の
下
野
菊
花
炭
は
、
ク
ヌ
ギ
を

使
っ
た
最
高
級
の
黒
炭
で
茶
道
に
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
火
付
き
に
優
れ
、
燃
え
る
様
も

気
品
を
備
え
て
美
し
く
、
室
内
利
用
に
適
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

炭
を
使
っ
て
山
を
守
る

　

炭
が
い
い
と
お
肉
や
お
野
菜
は
も
っ
と

も
っ
と
美
味
し
く
な
り
ま
す
。
お
野
菜
は

特
に
甘
み
が
増
し
た
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
以
前
、
紀
州
備
長
炭
の
取
材
を
し
た

時
に
炭
焼
き
職
人
さ
ん
が
教
え
て
く
だ

さ
っ
た
「
炭
焼
き
職
人
は
森
の
番
人
」
と

い
う
話
を
思
い
出
し
ま
す
。
炭
を
知
り
、

使
う
こ
と
で
日
本
の
山
を
守
る
こ
と
に

繋
が
り
ま
す
。
参
加
し
た
20
代
の
女
性

が
「
炭
の
話
も〝
森
で
愛
ま
し
ょ
う
〞も

と
て
も
良
か
っ
た
。
今
ま
で
炭
に
注
目
し

た
こ
と
は
な
か
っ
た
け
ど
す
ご
く
興
味
が
湧

い
た
」
と
話
し
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

先
日
も
友
人
と
、
都
内
で
土
佐
備
長
炭
使

用
の
焼
き
鳥
屋
さ
ん
を
見
つ
け
て
食
べ
て
き

ま
し
た
♪
ま
ず
は
周
り
の
友
達
か
ら
国
産
炭

の
良
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
☆

能
登
半
島
の
輪
島
市
に
あ
る
「
石
川
県
健
康

の
森
」
に
て
「
森
で
愛
ま
し
ょ
う
」
Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ

Ｖ
ｉ
ｄ
ｅ
ｏ
の
撮
影
を
し
て
き
ま
し
た
！
撮
影

は
木
の
温
も
り
が
素
敵
な
能
登
ヒ
バ
の
ロ
グ

ハ
ウ
ス
で
行
い
ま
し
た
。
１
０
０
年
前
の
先

人
が
植
え
て
く
れ
た
一
本
の
苗
木
が
、
雨
風

に
負
け
ず
力
強
く
立
派
に
育
っ
て
く
れ
て
、

今
私
の
と
こ
ろ
に
ギ
タ
ー
に
な
っ
て
来
て
く

れ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
と
改
め
て
感
謝
し
ま
し

た
。
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
て
近
日
公
開
予
定

で
す
！
お
楽
し
み
に
♪

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
撮
影

た
ん

た
ん
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　木材調達の協力体制の構築、住宅用流通材を組み合わせた〝組立柱〞
の採用、町有林大径材の内外装や組立柱への積極的使用等により、
５割を超える県産材率を達成しました。また、純木造庁舎では全国
初のＮｅａｒｌｙＺｅｂを取得しました。

　地域材を積極的に活用しつつ、多目的広場は丸太材をシンボリック
に配置しました。防耐火構造の工夫により、地域の風景に相応しい
デザイン性と防耐火性能を両立しました。

　構造に木材を現しで用いた全国初となる木造４階建て準耐火構造
の県営住宅。県産材のスギ材をはじめ１００％国産材を使用しています。

小鹿野町役場
（埼玉県小鹿野町）

中津川市立福岡小学校
（岐阜県中津川市）

　工事難易度の高い部分の木工事にＢＩＭモデルや３Ｄスキャンを活用
しました。また、ＺＥＢ         Ｏｒｉｅｎｔｅｄ、ＣＡＳＢＥＥＡランクの環境性能認証
を取得しています。

　９～１２階が多摩産のスギを使用した木造
で、木の箱が乗ったようなデザイン。外壁は、
ガラスコーティング塗料による不燃処理材を
用いています。

　道路に面した歩廊の軒天仕上げ等に兵庫県
産材のスギを活用した地上１２階の建築物で、
木が存分に感じられるデザインとなっています。

国内の木三学（１時間準耐火の燃え代
設計による木造三階建て校舎）で、初の
３層吹抜を実現しています。

神戸市中央区役所・中央区文化センター
（兵庫県神戸市）

銀座髙木ビル
（東京都中央区）

立命館アジア太平洋大学
Ｇｒｅｅｎ Ｃｏｍｍｏｎｓ
（大分県別府市）

　「地域の産業活性化」に向けて、岡山県が国内最大の
生産能力を有するＣＬＴを壁、梁、床及び屋根で活用し、
ＣＬＴ建築の普及への貢献が期待されます。

岡山大学共育共創コモンズ（ＯＵＸ：オークス）
（岡山県岡山市）

徳島県新浜町団地
県営住宅２号棟
（徳島県徳島市）

水戸市民会館
(泉町１丁目北地区再開発ビル)

（茨城県水戸市）

　木材利用優良施設等コンクール（主催：木材利用
推進中央協議会）において、８０件を超える応募の中
から受賞施設が決定しました。
１０月３０日（月）に木材会館（東京都江東区新木場）
において、各施設の建築主、設計者、施工者等が集い、
表彰式が盛大に行われました。

木材利用優良施設等
コンクールの受賞施設決定 !
木材利用優良施設等
コンクールの受賞施設決定 !

令和５年度




